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それは奇跡の地球からの「恵み」
それはあらゆる生命の「みなもと」
それは私たち生き物の「宝もの」

印旛沼流域は、そんな大切な水の
恵み、湧水の宝庫です。



地下水が自然に地上に湧き出してくる現象
が湧出であり、その水を湧水と呼びます。
（日本地下水学会ホームページより）



キーワード：2.5％と30％ 水循環基本法 公水論
水循環 地下水の水質

キーワード：下総層群 氷期・間氷期 層状水 基底流量
涵養域、年100ｍ

キーワード：湧水モニタリング、環境指標、健全な水循環、
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地学団体研究会編 新版地学教育講座⑩地球の水口より



海水以外の水の割合
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地下水の利用・保全に関する法律

●工業用水法（１９５６）・
●建築物用地下水の採取の規制に関する法律（１９６２）
地盤の沈下の防止のための地下水利用の規制

●水質汚濁防止法（１９７０）
Ji事業場からの公共用水域への排水規制と生活排水対策の実施を推進

●環境基本法
（公害対策基本法１９６７～、１９９３より同法）
環境保全のための施策のための理念法。個別法によって大気、土壌、地下水、騒音、

振動等の規制や環境影響評価などの指針が策定されている。

●水循環基本法（２０１４）
健全な水循環を維持又は回復させることを目的とした理念法。流域にお
ける水の貯留・涵養機能の維持と向上、流域の連携、地下水の適正な保全
と利用、健全な水循環に関する教育、水循環施策のための調査



地下水は誰のもの？

引用：日本地質学会 リーフレットシリーズ３

民法第207条：私水の概念
「土地の所有権は法令の制限内にお
いてその土地の上下に及ぶ」

 他人の土地か ら湧 く流水 も永年継続 して
使用す る者に権利がある（大正6年2月6日の
大審院判決）

 反対の慣習な き場合,土地所有者は自由
に地下水利用がで きる（昭和4年6月1日の大
審院判決）



地下水は誰のもの？

引用：日本地質学会 リーフレットシリーズ３

水循環基本法第3条
「水は国民共有の貴重な財産であり
公共性の高いものであること」

「総合的な管理と適正な利用によっ
てその恩恵が将来にわたって享受さ

れなければならない」
健全で持続可能な水循環の概念



出典：内閣府水循環制作本部事務局に加筆
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地下水（湧水）の水質
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pH
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水質特性
出典：永井茂（1992）井戸と地下水の水
文化学,応用地質,Vol.33、No.4、ｐｐ-
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地質環境





千葉県の地質

新第三紀中新世



引用：URBAN Kubota 18
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出典：アーバンクボタ「関東堆積盆」

下総層群の地層の傾斜



地層と湧水
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NPO法人水環境研究所の調査データをもとに作図



海進・海退による地形の形成

古東京湾の時代
木下層群

縄文海進

引用：10万年でひと呼吸 地球の温暖化と寒冷化 | JAMSTEC×Splatoon 2『Jamsteeec（ジャムステ～ック）』
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 下総台地と谷津地形

 国土地理院電子国土WEBより作図
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地下水を育む台地の地層
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河川・沢の基底流量を支える湧水
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地下水の量と質は涵養域の広がりと土地利用で決まる
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引用：印旛沼流域湧水マップ（千葉県)



①豊かな生態系

湧水の役割

②川や沼の水源

④生活・飲用水

⑥観光資源

⑧非常用水源

⑦親水公園

③農業用水

⑤工業用水

⑨？



印旛沼流域湧水マップ（千葉県水質保全課、2003)

印旛沼流域の湧出地形
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NPO法人水環境研究所の調査データをもとに作図
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1km流れるのに要する平均的な年数（関東堆積盆）

印旛沼流域 概ね１㎞/１０年

地下水資源･環境論-その理論と実践- p.77（水収支研究グループ編）をもとに計算

 地下水の流れ（地下水の湧水になるまで）
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断面図はカシミール３Dより作成
柱状図は千葉県地質環境インフォメーションバンクよりダウンロード
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涵養域の事例①
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湧水のおおよその到達年数と想定涵養域（加賀清水）

地下水資源･環境論-その理論と実践- p.77
（水収支研究グループ編）をもとに計算
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湧水の到達年数と想定涵養域（勝間田の池）

3年

1年
2年

地下水資源･環境論-その理論と実践-
p.77（水収支研究グループ編）をもとに
計算



印旛沼水源域(涵養域）の水環境と課題

引用：水循環健全化会議資料より

平成20年度

涵養域

流出域

窒素負荷によ
る地下水汚染

帯水層

市街化⇒雨水の浸透能の
低下⇒涵養量の低下

・埋立て⇒谷津や湧
水の消滅
・耕作放棄⇒谷津田
の荒廃
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①武西の湧水
②澤山の泉
③加賀清水
④吉岡の湧水
⑤勝間田の池
⑥長町の湧水
⑦天神谷津の湧水
⑧大仏頂寺弘法の瀧
⑨時崎の弁天池
⑩法宣寺の自噴井



湧水の水質データ
中性

電気伝導率、ｐＨは現地測定項目

硝酸性窒素は公定法分析（JIS K 0102 43.2.6)

データは令和２年度～令和５年の調査による



湧水の水質の比較
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NPO法人水環境研究所の調査データをもとに作図



１ 武西の湧水（印西市）

水質データ（R３）
7.5ｐＨ

10.4電気伝導率（ｍS/m）

0.47硝酸性窒素(mg/L)



澤山の泉(白井市）２

水質データ（R4）
6.7ｐＨ

26電気伝導率（ｍS/m）

0.51硝酸性窒素(mg/L)



３

加賀清水（佐倉市）
水質データ（R4）

7.1ｐＨ

22電気伝導率（ｍS/m）

5.3硝酸性窒素(mg/L)

３



４ 吉岡の湧水（千葉市）

水質データ（R2）
6.8ｐＨ

20電気伝導率（ｍS/m）

1.0硝酸性窒素(mg/L)



7 時崎の弁天様の池(佐倉市）

水質データ（R4）
7.3ｐＨ

24電気伝導率（ｍS/m）

4.5硝酸性窒素(mg/L)

勝間田の池(八街市）５



長町の湧水（酒々井町）

水質データ（R3）
7.5ｐＨ

9.1電気伝導率（ｍS/m）

3.8硝酸性窒素(mg/L)

6



天神谷津の湧水
(富里市）

7

水質データ（R2）
7.4ｐＨ

33電気伝導率（ｍS/m）

12硝酸性窒素(mg/L)



大仏頂寺の弘法の瀧(酒々井町） 水質データ（R4）
7.8ｐＨ

49電気伝導率（ｍS/m）

0.25硝酸性窒素(mg/L)

8



時崎弁天池（佐倉市） 水質データ（R4）
7.6ｐＨ

22電気伝導率（ｍS/m）

2.0硝酸性窒素(mg/L)

9



法泉寺の自噴井(八街市）
水質データ（R4）

6.7ｐＨ

18電気伝導率（ｍS/m）

＜0.2硝酸性窒素(mg/L)

10



健全で持続可能な水循環を目指して

湧水

涵養域の情報
土地利用、造成、開発
物質の負荷

地質環境の情報
地質構造、帯水層、
地下水利用状況、
廃棄物

環境指標として
の活用



ご清聴ありがとうございました
水環境研究所の発展と印旛沼流域の調査研究に偉大な功績を残してくださった

今は亡き先生方に敬意を表して

堀田和弘氏

今井正臣氏

白鳥幸治氏


